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モータリゼーションの進展や人口減少等の影響で、バス利用者数は年々減少する傾向にあり、全国各地

において公共交通網再編やＭＭ等による利用促進等の取り組みが進められているところである。こうした

中で、実務の現場においては、バスの利用実態や潜在的利用者を把握する手段としての交通系ＩＣカード

データへの期待が高まっている。本稿では、静岡市内を対象に、交通系ＩＣカード「ルルカ」の移動履歴

データを用いた潜在的利用者の抽出手法を開発するため、バス利用者の基礎的な交通特性の分析を実施し

た。具体的には、ＩＣカードデータを用いて移動の頻度、バスのサービスレベル、居住地域等の分析を通

じて、潜在的利用者の定義を試みた。  
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1. はじめに 
 
日本の総人口は2008年より減少に転じているが、特

に地方部においては先んじて人口減少が始まっているこ

ともあり、その影響が既に現出しつつある。こうした影

響の一つとして、地方部においては公共交通機関の利用

者が減少しつつあることが挙げられる。 
近年のバス輸送人員の推移をみると、三大都市圏以外

では減少傾向が顕著である（図-1）。こうしたことから

バス事業者の倒産、路線廃止が相次いでおり、過去 5 年
間で約 8,160 ㎞の路線が廃止されている3) 。さらにバス

運転士のなり手不足も指摘されており4)、バス運転士の

退職が進めば路線維持が更に困難となる可能性がある。 
一方で超高齢社会の日本においては、公共交通として

バスの重要性は増加している。高齢者にとって移動の足

が存在することにより、外出頻度の増加や生きがいを持

った生活の実現につながる他、地域にとっても人々の交

流が盛んになることでの地域活性化が期待される。 
 こうした中で、電車やバスに導入されたICカードの

移動履歴データが着実に蓄積されつつある。またICカ
ードデータは移動履歴データだけでなく利用者属性も備 
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図-1  平成14年を基準としたバス輸送人員の減少割合 1) , 2) 

 
えており、バスと電車等の異なるモードの移動を同時に

扱うことも可能である。またカードによっては買物履歴

データが含まれている場合もあり、将来的には都市計

画・交通計画を考える際の重要な基礎的データとなる可

能性がある5) 。 
上記の背景をふまえて実務的な立場からバス利用者増

加方策を見据え、本研究では静岡市内を対象とし、交通
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系ICカード「LuLuCa」の移動履歴データを用いた潜在

的利用者の抽出手法を検討することを目的とする。 
 
 
2. 既往研究のレビュー 

 
 日本におけるICカードの交通分野への導入は主とし

て2000年以降であり、ICカードデータを用いた研究事

例は2007年以降に様々な形で行われている。 
 既往研究においては、ICカードデータを用いた効果

計測や評価に関する事例が多い。矢部ら6)は、バスICカ
ード導入に期待される効果である停車時間の短縮や定時

性向上効果について、バス停でのバス乗降観測調査デー

タとICカードデータを用いて定量的に検証を行ってい

る。またNguyenら7)は、バスサービス改善に向けて、所

要時間の変動分析やバスバンチング現象の特徴把握を行

っている。今井ら8)は、異なる複数の動線データ（バス

ICカードと普通自動車のプローブデータ）を組み合わ

せたバス停留所付近の走行改善の検討支援策を考案し、

実データを用いてその有用性を検証している。効果検証

の対象はバスだけでなく、今井ら9)はICカードを用いた

道路整備効果の検証を実施しており、実務面に向けての

課題の考察もなされている。 
 利用ユーザーに着目した研究として、岡村ら10)は利用

頻度に着目した分類を行い、頻度分類ごとの利用者の利

用時刻変動や地点別の利用特性を明らかにしている。中

村ら11)は、商業施設でも利用可能な交通系ICカードデー

タを用い、大規模商業施設開業の効果について交通行動

と消費行動の両面から分析を行っている。 
 ICカードデータの特性として、とある一日のデータ

だけでなく継続したデータ取得がなされていることが挙

げられる。これにより、任意に設定した期間内のバス利

用回数やバス利用日数の把握が可能となる。 
そのため、本研究ではバス利用者の利用頻度に着目し、

頻度に関する基礎的な交通特性を分析するとともに、低

頻度利用者の実態把握を行う。これは今後の利用促進方

法の検討や、実務上のマーケティング方針を決定する上

でも有用であると考えられる。 
 

表-1 カードで収集される主なデータ項目 
データ項目 備考 

個人属性 

性別  

年齢 １歳刻み ※2014年1月1日時点の年齢 

居住地  

バス利用 

データ 

乗車バス停  

降車バス停  

利用日 年／月／日 

降車時間 時／分／秒 

利用料金  

3. 利用データの概要 

 

(1) データ項目 

本研究では、静鉄グループが導入しているICカード

「LuLuCa」のデータを用いて分析を行う。LuLuCaカ
ードにおいて収集されているデータ項目を表-1に示す。 
個人属性としては性別・年齢・居住地を、バス利用デ 

ータとしては乗車・降車バス停と利用日、降車時間、利

用料金等を用いることが可能である。 
 
(2) 分析対象データの概要 

LuLuCaカードは2006年3月より導入され、2012年ま

でにしずてつジャストラインが運行受託する自治体自主

運行バス全線を含む路線で導入されている。従って、そ

れ以降の期間の全データが利用可能である。 
 ここで年齢階層別に月ごとの延べバス利用回数を確認

した（図-2）ところ、2013年4月から利用回数が増加し、

同年5月以降は１か月当たりの利用回数が100万回以上

となっている。また65歳以上の高齢者においては、

2013年夏以降には一定数の利用がなされている。 
本研究は将来的に潜在的利用者の抽出手法の開発を狙

いとしているため、データ分析と利用促進方策の検討に

かかる時間を考慮すると、短期の一定期間のデータを用

いた分析を行う必要があると考えた。そこで本研究にお

いては、2013年10月と11月の２か月分のデータを用い、

さらに静岡市内に居住し、かつ上記の期間内に1回以上

バスを利用した人のデータのみを対象とする（表-2）。 
抽出した分析対象データに含まれる利用者の基礎的な

特性を図-3に示す。静岡市民の全体像と比べ、女性の生

産年齢人口にあたる利用者が多く、男女ともに14歳以

下の利用者は極めて少ない。 
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図-2 月ごとの延べバス利用回数（年齢階層別） 

 
表-2 本研究で取り扱う対象データ 

対象期間 2013年10月～11月 
属性条件 

利用条件 

居住地が静岡市内で、上記期間内

に１回以上バスを利用した人 
延べ利用回数 1,988,723回 
出現ＩＤ数 64,778 
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(3) 平日・休日分類の設定と基礎特性 
 曜日ごとの１日当たり利用回数（図-4）をみると、月

曜日から金曜日までの平日では 5 万弱の利用回数で概

ね一定である。一方で土・日曜日と祝日においては、土

曜日の利用回数がやや多いものの、どの曜日においても

利用回数は概ね 2 万回前後と、平日の半数以下となっ

ている。 
平休別の時間帯別の１日当たり利用回数（図-5）をみ

ると、平日では 7・8 時台の通勤ピークと 17・18 時台

の帰宅ピークがみられ、休日では１日中平均的に利用が

ある等、平日と休日での目的の異なる移動がなされてい

ることが想定される。 
 そこで本研究においては、月曜日～金曜日を平日、

土・日曜日と祝日を休日とし、平日と休日の２つに分類

し、利用回数の多い平日利用を主に対象として分析を行

うこととした。 
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図-3 静岡市及び分析対象データの利用者属性の構成 
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図-4 曜日ごとの１日当たり平均利用回数 
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図-5 時間帯別の１日当たり利用回数（平休別） 

 (4) 利用回数と基礎特性 
a) 居住地 

 居住地からバス停までの距離とバス利用総回数の関係

性をみたところ、総利用回数が異なってもバス停までの

距離の構成比はほとんど差異がみられなかった（図-6）。

バス停までの距離はバス利用の有無に影響を与えること

はあっても、利用頻度にはほとんど影響しないことが示

唆される結果となった。 

b) 平均バス利用回数 

各利用者がバスを利用した日のみを対象とした平均利

用回数について、年齢ランク別に、各利用者の総利用回

数ランクごとに確認する（図-7，図-8）。 
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図-6 利用回数別の最寄バス停までの距離構成（平日） 
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図-7  15～64歳の平均バス利用回数（平日） 
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図-8  65歳以上の平均バス利用回数（平日） 
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15～64 歳では、平日の総利用回数が多い層でも毎日

１往復（2 回）のみで使用する人が多い。一方、高齢者

では、平日の利用回数が少ない（毎日利用しない）層で

も、利用する場合は一度に 3 回以上バスを利用する人

が多い。 
 
 
4. バス潜在利用者の抽出に関する検討 

 
(1) エリアベースのアプローチ 
 潜在的利用者の抽出方法として、IC カードにおける

居住地データを用いたエリアベースでのアプローチとし

て、バスを使いやすい環境に居住しているにも関わらず

利用していない居住者の多いエリア抽出を試みる。 
 ここではバスサービスを表す指標として平日の１日の

バス運行本数を、利用程度を示す指標としてバス利用者

割合（＝バス利用者数÷夜間人口）を採用する。両指標

を重ねあわせた結果を図-9に示す。 
 全体的にはバス運行本数の多い地域では利用割合が高

い傾向がみられる。しかしながら、静岡駅南部では運行

本数が多いものの北部と比較して利用割合が低いエリア

が存在する。 
この理由としては、静岡駅南部は北部と比べて比較的

平坦であり、自転車利用が多く駅までの移動にバスでな

く自転車を選択している人が多いことが想定される。こ

うした要因によりバス利用者割合が低くなっているエリ

アにおいては、バス停への駐輪場整備による自転車とバ

スの組み合わせによる利用促進策を検討すること等が考

えられる。 

(2) 個人の利用状況ベースのアプローチ 
a) 頻度分類の定義 

個人の利用回数の分布をみると、ある程度定期的に使 
っていると考えられる人の他に、利用回数が少ない人々

が多く存在する（図-10）。既にバス利用頻度が高い人

においてはさらなる利用増加を見込むことが難しく、利

用者数も少ない。一方で、バスを利用しているものの現

在利用回数が少ない層は、人数ボリュームが大きく、今

後モビリティ・マネジメントなどにより利用促進を狙う

ターゲットとして適していると考えられる。 
例えばバス利用回数が10回未満の人は27,127人となり、

全利用者数の41.9%を占める。仮にこれらの利用者が、

月１往復ずつ追加で使うように誘導することが出来れば、

全体の利用回数は5.4%増加（108,508回増加）する。 
平休の総利用回数の違いもふまえ、平日・休日ごとの

利用頻度分類を表-3のとおり定義した。平日の低頻度利

用者は概ね2週間に1日以下の利用者、休日の低頻度利

用者は概ね1ヶ月に1日以下の利用者とした。 
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図-10 個人の利用回数分布（総利用回数の多い順） 
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図-9 バス利用者割合（＝バス利用者数÷夜間人口）の分布とバスのサービス水準の重ね合わせ 
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図-11 全バス利用者に対する低頻度利用者割合の居住地分布 

 
頻度分類ごとの出現ID数は表-4のとおりであり、平日

も休日も利用頻度が低い人が全バス利用者の約40%を占

めていることがわかる。一方で、平日も休日も利用頻度

が高い人は全バス利用者の約5%であった。 
b) 低頻度利用者の居住地分布 
 低頻度利用者へのアプローチを検討する材料として、

全バス利用者に対する低頻度利用者の割合が高いエリア

を図-11に示す。 
 鉄道沿線の中心部から一番離れた、バス運行本数の比

較的少ないエリアにおいて低頻度利用者割合の高いメッ

シュが点在している。一方で、鉄道沿線である中心部に

おいても低頻度利用者の割合が30%～40%となっている。

こうしたエリアの住民は鉄道利用との使い分けをしてい

ることが想定されるが、今後、鉄道利用とバス利用の関

係性を詳細にみていくことで、低頻度利用者の利用促進

策を実施する候補エリアになると考えられる。 
c) 低頻度利用者の属性 
 低頻度利用者の性別・年齢構成を図-12に示す。平

日・休日ともに利用頻度が低い層は、利用者全体と傾向

が同じであり、15～64歳の女性が占める割合が高い。

一方、平日は高頻度であるが休日は低頻度である層は、

15歳～64歳の男性が占める割合が高くなっている。 
 既に何らかの形でバスを利用している層のアプローチ

方策の一つとしては、平日に通勤や業務等で利用してい

る生産年齢にあたる男性がターゲットとして想定される。 
また当該ターゲットへの利用促進策は、本研究において

検討の対象外としているバスを現在利用していない層に

対する方策とは異なることが想定される。 

表-3 本研究における利用頻度分類の定義 
利用頻度 利用回数 

平日 
(42日) 

低頻度 0～10回（概ね2週間に1日以下） 
中頻度 11～40回 
高頻度 41回～（概ね1週間に2日以上） 

休日 
(19日) 

低頻度 0～5回（概ね1ヶ月に1日以下） 
中頻度 6～20回 
高頻度 21回～（概ね1週間に1日以上） 

 
表-4 平日休日別の頻度分類ごとの出現ID数 

低頻度 中頻度 高頻度 総計

低頻度 26,974 4,632 135 31,741

中頻度 9,747 6,148 491 16,386

高頻度 6,711 6,459 3,481 16,651

総計 43,432 17,239 4,107 64,778

平
日

休日
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図-12 バス利用頻度別の属性 
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5. おわりに 
  
本研究ではバス事業における実務的な利用者増加を狙

いとし、交通系ICカード「LuLuCa」のデータを用いた

潜在的利用者の抽出を試みた。 
基礎特性の分析より、利用頻度の割合は自宅から最寄

バス停までの距離と相関が無いことや、15～64歳と比

べると高齢者は１日の中で３回以上のバス利用をする傾

向が比較的高いことを明らかにした。次にバス利用頻度

が低い層に着目した分析を通して、低頻度利用者層がバ

ス利用者の全体数に占める割合が高く、これらの層のバ

ス利用回数が増加することに伴うインパクトが大きいこ

とを示した。更に低頻度利用者の特性として、鉄道沿線

において低利用頻度者の割合が高いことや、低頻度利用

者の属性割合はバス利用者全体の属性と変わらないこと

など、低頻度利用者への利用促進アプローチに繋がる基

礎的な特性を抽出した。 
 今回の研究ではバス利用者に対するアプローチを行っ

たが、鉄道沿線において低頻度利用者の割合が高い傾向

にあったことから、今後、鉄道利用データを組み合わせ

た分析を実施することでより詳細な移動実態の把握を行

うことを予定している。また利用者促進のために行われ

るバス停への駐輪場整備等の事業に関して、ICカード

データを利用した効果計測を行う等、実務的な活用を通

してICカードデータ利活用方策の検討を行いたいと考

えている。 
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